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新潟 県内盲唖学校 5 校の 経 営困難 問題 と社会的基盤 との関連

　　　　　 大正 12年勅令 までの 高田校 と長岡校を中心 に一

中村満紀男
＊ ・岡 典子

＊ ＊

　本研究の 目的は 、 大正末 まで に新潟県 内に設置 され た盲唖学校 5校の 経営困難問題

に つ い て 、各校の 財政 を支えた社会的基盤お よび教育の 成果 と関連づ けて検討する こ

とで ある 。 日本の 盲唖学校 はほ と ん ど が 私立 だ っ た ため に 経営困難は各校共通 の 現象

だ っ たが 、 経営 困難の 深刻さは必ずし も同 じで はなか っ た 。 そ こで、日本の 初期盲学

校の 高田盲学校 と盲唖学校が急増する時期に 開設 され た長岡盲唖学校 を中心 に 、 新潟

県内の 盲唖学校 5校に つ い て 、経営 困難の 実態、寄付の 状況 （寄付金額 ・寄付者数 ・

寄付者の 属性）、 卒業 生数等の教育成果を関連 させ て検討 した 。 その 結果、経営困難

に 関する高 田盲学校 と長岡聾唖 学校の 違 い は、地域 における産業 の 有無 に よる寄付者

の 数 と範囲の 違 い だけで はな く、 寄付 を喚起す る経営責任者の 有無 と教育成果 に直結

する シ ス テ ム 化 の 有無に もよる こ とが 明 らか とな っ た 。
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ー ド ： 高田盲学校　長岡盲唖学校　新潟県　経営困難　教育成果

1．は じめ に

　 1．本研 究の 目的と動機

　第二 次世界大戦前、と りわ け 1923 （大正 12）

年の 盲学校及聾唖学校令 （以下、大正 12年勅令）

まで の 時期 における 日本の 盲学校 と聾唖学校 の

共通 項 は 、 経営困難 と盲唖学校形態 にあ っ た と

い えよ う。 本論文で は 、 制度的な基盤が で きる

大正 12年勅令以前に新潟県内に 開設され た盲唖

学校 5 校 1）、高田 町 の 盲人矯風研技会附属 訓矇

学校 z ｝ （1889 ［明治22］）、長岡盲唖学校 （1905

［明治38］）、 中越盲唖学校 （1906 ［明治36］）、

新潟盲唖学校 （1907 ［明治40］）、 新発田 訓 盲院

（1910 ［明治43］） の 盲学校お よび盲唖学校 （以

下、盲唖学校 とす る）に つ い て、大正ユ2年 まで

を検討時期 として 、 それ ぞれ の 盲唖学校 の 存立

を支 えた財源を含む社 会的基盤を教育の 理 念 ・

率

福 山 市 立 大 学 教 育学 部

”

筑波 大 学 人 間 系

成果等 と関連づ けて 分析し、各校が直面 した経

営困難の 実体 と盲唖学校経営者の対応 を検討す

る もの とする 。

　これ らの 新潟県内盲唖学校の うち、高田校 に

つ い て は創立九十周年記念誌 （1977）、田部英

一編の
“
地 方

”
に初 め て で きた雪 国 ・高田 の 盲

学 校 （2003 ）、河 合 康 の 高 田 盲 学校 史研 究

（1992）が 、創設の 中心 人物 だ っ た眼科医 ・大

森隆 碩 （1846 −1903 ） に つ い て は 市 川信 夫

（1988； 1989）お よび中野聡 （2005；2006 ）の 伝

記 研 究 が あ り、創 設 者 の 医師 ・杉 本 直 形

（1839 −1924） と盲人鍼按家の 丸山謹静 （1856−

1916）に 関する 小伝 もある。長岡盲唖学校関連

で は 、 創立七 十周年 （1975） と百年史 （2005）、

創設者 ・金子徳十郎 （1865−1945） と創 設以 来

の 教 員で 初代 専 任 校 長 に な っ た高取易 太郎

（1872−？）に 関する 細貝隆司 （1991） の 伝記研

究が あ り、新潟盲唖学校で は七 十周年 （1977）、

八 十周年 （ユ987）、百周年 （2007） の 記念誌が
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ある。こ の ほか に、新潟県内の 視覚障害お よび

聴覚 障害の 歴 史 を扱 っ た 新 潟 県教 育委 員会

（1970；1979）および小西明 （2007）の 著作が あ

る 。

　 中越 盲唖学校 と新発田訓盲院は 、 1922 （大正

11）年度を もっ て 廃校 となっ た ため に 情報が乏

しい 。 中越盲唖学校 と校長 ・宮川文平 医師に つ

い て は高橋義昭の 論文 （1993 ；2004）の ほか に、

佐藤聖の 短編 （2003）が あるが 、新発 田訓盲院

に つ い て は 断片的な情報しか な い
。

　 しか し学校記念誌等で は、私立盲唖学校が 共

有 した経営難に つ い て 、 社会 の 関心 の 薄さに経

営難の 理 由を求め、関係者 の 常人を超 えた努力

を強調 し、 学校創 立者や そ の 後継者の 苦闘を語

る傾向が あ り、本研究が 明 らか に した い と考 え

て い る盲唖学校経 営の 社 会的基盤 とそ の要素、

そ の 背景 と理 由に つ い て 深 く考察 し て い る わ け

で はない 。 観点をか えて い えば、先覚音 ・開拓

者と して の 創設者へ の敬意 とは 区別 して、経営

お よび資金調達の 困難 とともに、そ の 困難が教

育の 質や 成果 に どの よ うな問題 を生 じさせ たの

か に つ い て も検討す る こ とが 、社会的支持基盤

の 実体を解明す る こ とにな る と思 われる 。

　そこ で本研究で は、高 田校創設か ら新発 田校

創 設まで の 約20年と い う時間差 と社会的背景の

変化を考慮に入 れなが ら、 資金 ・教育理 念 ・成

果問で 合成的に 構築 され る経営困難問題に つ い

て 、盲唖学校経営者の 活動 と経営方法の 反映で

ある教育の 理念や 成果 を ど の よ うな人 々 が 攴持

した の か とい う社会的基盤 と関連づ けて究明 し

た い と考 える 。

　本研究で対 象とす る約20年間 と い う時期は 、

制度上で は、盲唖学校 の 創設 ・維持に直結する

鍼按等の 資格に 関す る県令改正 とい う重要な変

更が あっ た 。 新潟県で は、1905 （明治 38）年以

降 、 鍼按灸の 営業資格 の 取得 は 、 徒 弟制とい う

旧来の 養成法だ けで は な く、学校に おけ る
一

定

期 間の 集中的学習 を要件 とす る県検定試験合格
3 ） も追加 され た。こ の 県令改正 以降、新 潟県内

で は盲学校創設 は盲人の 生活 に直結する 問題 と

な る 。

　 2．研究の 方法

　 盲学校が存立する社会的基盤 を明 らか にする

の に 必要な資金入手の 情報として、主た る財源

で あ っ た寄付関連の 資料が
一

部の 盲唖学校記念

誌に ある 。 寄付金額 、 寄付者の 属性 （階級
・
職

業や ジ ェ ン ダ
ー、住所、障害当事者の 経歴 や 位

置、宗教等 ）、寄付の 回数 と継続性、創設以 後

の 時期 と寄付額の 変動 を 分析す る こ とが で き

る 。

　 また寄付行為 は 、 学校活動に対する支持や 期

待を含ん で い るか ら、経営の 理念や実績 と関連

する はずで あ り、その 意味で 寄付金の 調達 と経

営の 在 り方は相互 関連す る部分がある。そ こ で 、

学校 の理念、教育へ の 期待が 反映 され る生徒数 、

教育 の 成果 として の 卒業者数 、 財源獲得や 財源

の安定化の 工 夫も検討す る必要があ る 。 さらに

寄付行為 は、地域の 資源や 時代 の 変化 とも関連

す る。廃藩置県に よ る地域社 会の 変化 と も連動

す る し、 明治20年代以降は新潟県内の 産業や 経

済活動が急激 に盛ん に な り、近代的産業や 金融

機関が 急増 し、戦前的行政構造の 基礎が形成 さ

れ る時期で もあ っ た 。 変化へ の 対応 を規定する

地域 の 性格 も無視 で きな い 要素で ある。

　第
一

次史料 に つ い て は高田校 の 所蔵資料 O の

み が利用で きた 。 長岡校 に つ い て は、創設過程

や創設者等 に関す る貴重 な資料が 記念誌 に再録

されて い る 。 学校支持者 に つ い て は 、 新潟県立

図書館作成の 新郷 L人物／雑誌記事索引デ ータ

ベ ー
ス （http：〃 www ．pref−1ib．niigata ．niigata ．jpf

Kyodo ！） を利用 した 。なお 本論文で は高田校 と

長 岡校を主な検討対象 とする 。 その 理 由の
一

つ

は 、資料の 質量の 問題で ある 。 第二 の 理 由は 、

高田校は県内最初の 盲学校で 日本で も早期 の 盲

学校設立で あ り、長 岡校は盲唖学校簇生期 の 学

校で 、県内で も第二 期の 最初の 盲唖学校で あ っ

た か らで ある 。 こ の 2校以外の学校は 上記の 理

由か ら補足的 な取 り上 げ方に なる 。
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新潟県 内盲唖 学校 5校 の 経営困難問題 と社 会的基 盤 との 関連

皿．新潟 県内 5校の概況 と各地域の社会的 ・経

　済的状況

　 1．新潟県内 5校の 概況

　表 1 は 、 各盲唖学校 の 創設経過か らその 後 の

展開 ま で を整理 した もの で あ る 。

　鍼按業盲人 の 関与は、学校創設 までは 長岡盲

唖学校以外の 4 校すべ てでみ られ る もの の 、学

校開設後 は 、 高 田校 の 評議員 と して 貢献 した丸

山謹静以外は、主導的な役割を果たす こ とは少

な くな り、教員 と して 寄与する こ とに なる 。

　新潟県内盲唖 学校で もう
一

つ 目立 つ こ とは、

医師の 主導 また は 関与で ある 。 キ リス ト教 と の

関係 も顕著 であ る。高田校の 眼科 医 ・大森隆碩

は 、 高田中学校卒業の 旧士 族キ リ ス ト教徒 とと

もに 、 1888 （明治21）年 4 月 に開校 した キ リ ス

ト教系高田女 学校創設 の 中心 とな っ た （1897

［明治 30］年 4 月に廃校。高田市史，764 ）。 中越

盲唖学校 の 医 師 ・宮川文平は 内村鑑 三 に 私淑

し、内村 も信頼 を寄せ た 人物で あ り、新発田校

の 城戸新石 は聖職者で あ っ た 。

　 2．新潟県内 5校地域 の社会的 ・経済的状況

　人 riの 変化 は絶対 的 な指標にな る とは 限 らな

い が、人 口 の 増減は その 地域の 発展度を推測す

る尺度 には なる 。 表 2 は 、 5 地域の 人口 の 変化

を示 し た 。

　 それ ぞれの 地域 が 市制 を しい た年 は、新潟

（1889）、長 岡 （1906）、高 田 （1911）、 柏 崎

（1940）、 新発田 （1947） である 。 こ の なか で長

岡 、 高田 、 新発田 は城下 町で あ り、 廃藩置県 に

よ っ て 藩士 や 商家 は それ まで の 職や 生 活 を 失

い 、人口 は町外 に流出 した 。 そ の うえ長岡は戊

辰 戦争で戦地 となっ た 。

　新潟県 内の 経済的発展で は、明治20年代初頭

と明治40年前後 との 20年 間とい う時間差は大き

か っ た 。 新潟市 と長岡市 は経済的発展の 恩恵 を

享受した グ ル ー
プで あ り、県内産業経済を リ

ー

ドする 大事業家が居住 して い た。新潟市 は県内

で い ち早 く1896 （明治 29）年、長岡で は 1905

（明 治35）年に 、 それぞ れ商工 業活動の 拠点 と

して 商業会議所 を設立 した 。 明治末期か ら大正

表 1　新潟県内盲唖学校 5 校の 創設経過と展開

高田訓矇学校 長岡盲唖学校 中 越 盲唖学校 新潟盲唖学校 新発田訓盲院

1889 （明 22） 1905 （明38） 1906 〔明治39） 1907 （明40） 1910 （明43）

鍼按業盲人の 自己研修 聾児 の 親で薪炭商 ・ 眼科医で 地方政 鍼按業 盲人 に対 キ リ ス ト教牧

動機に対す る眼科医
・ 町会議員だ っ た 金 治家 、キ リス ト する 医師の 協力 師 と 地方名望

大森隆碩 （キ リ ス ト教 子徳 十 郎 に よ り、 教徒 ・宮川文平 か ら、伝統 的お 家 ・
医師お よ

徒）ら医師の 協力。 訓 地域 の 盲 唖 児 の た と刈 羽 郡 鍼灸治 よ び新興 の 名望 び鍼按 業盲人

創設の 盲談話 会→盲人矯風研 め の 教育機関創設 組合 に よ る 柏崎 家、実業家、県
　　　　 ・
に よる企画 。

経過 技会→ 訓矇学校へ と展 へ 。中越 地 方の 伝 鍼按講習所の 共 行 政 官 、教 育 小学 校令の 規

開 。 地 域 の 支持 基盤iと 統 的お よ び新興 の 同経営か ら、宮 界 、民権 家 も参 定を受け な い

し て 医師や 教育会 ・師 名 望 家、実 業家 、 川 に よ る 中越 盲 加 盲学校

範学校 があ っ た が経営 行政 、教 育 者 の 支 唖学校 の 単独経

困難続 く 持 営

対象と
盲人子弟、普通教育 と

自活 に必要 な技術
1

盲唖 の 子女 の 自立、

普通科 と技芸科
’

盲
1輩

独立 自営の た め

の 盲唖子女 の 教

盲人 の 普通教
　　　　　 ．
育と専門教育

゜

目的
育

1

展 開
県立移管 1949．3．3ユ。

2006年 度で 廃校

1922，4．1県立長岡聾

唖学校

1922廃校 1922．4，1県立 新

潟盲学校

1922廃校

1 ．私立 高田訓矇学校規則，1 ； 2 ．私立長 岡盲唖学校規則 （長岡聾学校百年史．資料編 38）； 3．高橋義昭

（1993）；4 ．財団法人新潟盲唖学校規程第
・
条 （新潟県 立新潟盲学校創立百周年記念誌，35）； 5 ．新発田

訓盲院規則 （新発 田 町教育史．476）．表現 は要約 。
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表 2　盲唖学校所在地 の 人 口

高田 新潟 長岡 柏崎 新発 田

1879 （明12） 18190 36687 11184 12426

1884 （明17） 24570 43686 11868 17700

1886 （明19） 24992 40766 17098 8592 10873

1903 （明36） 19557 59576 31310

1914 （大3） 30761 91604 40880 9798 17813

1921 （大 10） 29963 103958 47047

出 典　1879 ・1884　・1920 ＝新 発 田 市史下巻，155 ；1886 ・1920一柏崎市史下巻 78 ；

　　 1914＝新潟県統計書勧業之部　大正三年，25 ；1921＝長岡市史，16．柏崎の 1886

　　 年の 人 口 は1889年の 、柏崎 と新発田の 1914年の 人 ロ は 1920年の 人 口 で あ る

時代初め にか けて、時代の 需要 に合わせ た県 内

の代表的企業が つ ぎ つ ぎと生 まれ 、 石油関連会

社の よ うに全国規模の 会社 に発展する会社 も出

て きた。工 業で は重化学工 業化 へ の 転換が始ま

り、紡織 や食料品 で も工 場制生産が進行 した。

港湾や鉄道網の 整備 は新潟 を県内の 、長岡を中

越地方の 中心地 とした 。 長岡の 商業活動は規模

を問わず県内商圏の 過半を制 し、 明治期後半 に

は 中越の 商工 業 の 中心 とな っ て い た 。 こ の よ う

な変化は 雇用 を創出する とと もに 、 大地主や 有

力商人 ・
事業家に よ る企業投資や 資産形成を進

展させ た 。

　
一
方で 人 口 は 、 就業機会の 減少 と生活苦に よ

り減少する町村か ら 、 商工 業が盛ん な新潟市 や

長岡市に流入 し、第
一次世界大戦後に急速に 進

む物価 高に よ っ て生 活困 難 と な る 人々 が 急増

し、 低所得層が形成 され る こ とに なる （新潟県

史 通 史編近代 2
，
226−227

，
252−253， 664−665，

684−685
，
773−775

，
　781

，
785 ；近代 3，243−245）。

　新潟の 盲唖学校 5校 の 創設 と維持は まさに こ

の よ うな近代 に おける経済的 ・社会的変動期 と

関連 して い た 。 長 岡校 と新潟校 は 、 後述するそ

の 寄付者 ・支持者か ら理 解で きる よ うに 、 まさ

に こ の よ うな時代の 産物で あ っ た 。

　
一
方で 上 越 地 方は 、 新潟県内で もい ち はや く

西洋医学 を導入 し 、 多 くの 名医が育 っ た地域 だ

っ た （森川 ，
383）。 その よ うな医学の 基盤が 高

田訓矇学校 の 設立に寄与 した こ とは、医籍を も

つ 高田近辺 の 30人ほ どの 医師 （森 川 ， 384−385）

の 中か ら、8 人が訓盲談話会の 発起人 （全 14人）

に参加 して い る こ とか ら理解で きる 。 また 、 県

立移管前の 高田盲学校長 4 人の うち 3人は医師

（2 人は眼科 医）だ っ た 。

　新潟県内の 私立 盲唖 学校 5 校の 経営基盤 に は

相当な違 い があ っ た 。 表 3 は、1910 （明治43）

年度か ら1916 （大正 5）年度まで の 県内 5 校の

歳入額 とそ の 内訳お よび 生徒数 を示 した もの で

ある 。

　 こ の 表に よ っ て 、 学校 間で 歳入額 ・補助金の

額 に大 きな差があ る こ とが わか る 。 補助金 に対

する依存度に は非常 に高 い 新潟校 と、依存度は

大 きい もの の 他の 収入 源 に も依存 し て い る 学校

とに分かれ る 。 しか し、新潟校 の 経営が困難な

状態にある とは い えない こ と は 、 各校 の 基本財

産額 を参照すれ ば わか る 。 県内 5 校 の 1912 （大

正 1）年時点で の 基本財産額 は、高田校が 4330

円、長岡校 は 2720円 、 新潟校 は30000円 、 中越

校は 600円だ っ た （北越新報社，　239）。 学校基本

財産額 を事業継続年数で 除 して みれ ば 、 高田校

は22年 間に蓄積 した 1 年当た りの 平均基 本財産

額は約 197円、長岡校は 5 年間に544円、新潟校

は 3年間に 10000円、中越校 は 5 年間に 120円 と

なる 。 こ の 額か ら、 新潟校の 学校基本金額が 突

出して い る こ と、 高 田校 の歴史は長 い が学校基

本金額が低 い こ とが分か る 。

　表 3 の もう
一

つ の 内容 は生徒数で ある 。 その

なかで 目立つ の は 同時に普通科 と技芸科 を兼修

する生徒が多い こ とで ある 。 これ は 、 4 〜 5年
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表 3　新潟県内盲唖学校 5校 の 歳入額 ・内訳 と生徒数 （明治43〜大 正 5 ）

生徒 数 （人）

歳入 額 （円） 盲生 唖生

普通科 技 芸科 普通科 技芸科

授 業 料 寄 付金 補助金 そ の 他 合計 男 女 男 女 男 女 男 女

明治43020140038146728 （2） 8（1） 31 （1） 10（3） 11（8）
新潟 盲

唖 学校
大正3 096150053157926

’ 12＊ 27（6） 12（2） 12（10） ll（7）

大正 5 03851740139226431 （7） 15（4） 4（26） （12） 20 （16） 16（1  （20） 〔10）

明治43558031200 2206033 （6） 2（1） 12（32） （2） 17（8） 5 （3） （10） （5）

長 岡盲

唖 学 校
大正34472213601122238222 （1） 3（22） 220 （15） 12（9） （13）  

大正5445351280400225918 （2） 2（1＞ 6（18） 2（2）

明治430420416338696 （3） （2） 〔6） （2）
中越盲

唖学校
大正3 0310500521133111 （4） 4（1） 3（11） （3） 4（1） 1 （2） （1）

大正5 069155072131312 （1） 4（2） 4（8） 1（3） 3（1） 1（1） 1（1） 1

明 治430268400 166913 （3） 7（2）

高田盲

学校
大正3 019941012173012 （2＞ 6（1） （12＞ （6）

大正5 0212390 16039 （1＞ 7〈2） （9） （7）

新 発 田

訓 盲院
大正5 0183 0 0183 6 （6）

新潟県学事年報 を一部 改作。普通科 の 括弧内は 14歳未満、 技芸科の 括弧内は兼修者 の 数 を示す 。 ＊ 兼修者の み

問で 普通課程と職業課程 を履修す る とい う、非

正統的な学校の特徴で あ り、 い ずれは修正 され

る べ き現象で はあ っ た 。

皿．各盲唖学校の 経営状況と社会的基盤

　 1，高田訓矇学校

　高田訓矇学校 は1949 （昭和 24） に県立移管す

る まで
一

貫 して 経営難に悩 まされ た の で あ る

が 、その 創設が野心的な構想に基づ い て い た こ

とは学校 目的か ら推測 で きる 。 高田訓矇学校の

目的は 「普通教育 ヲ 授 ケ以 テ 智識 ヲ 開発セ シ メ

且 ッ 勉メ テ 自活二 必要ナ ル技術 ヲ 学 ハ シ ム ル 」

こ と で あ り （私立高 田訓矇学校，1）、「普通 教育」

に重 点がお か れ た規定 は 、 創設計画にお い て
一

貫 して い る 。 と こ ろが こ の 理念 は、普通教育中

心の 、 智識の 開発 を可 能 とす る 教育体制 を伴 っ

て い なか っ た 。 普通科担当教員は 1905 （明治38

年） 4 月に宮越辰太郎 が着任す る まで定着 しな

か っ た 。

　それ に し て も高田校 の 経営 難 は際 だ っ て お

り、 廃校の 危機を
一

度な らず経験 した 。 財政 的

な困窮 を示す事例の 枚挙には暇が ない ほ どであ

る 。

　 1891 （明治24）年 7 月30日に任用 され た普通

科教員 は希望 した東京盲唖学校で 研修経費を支

出で きず翌年 3 月に は辞職 し、その 後任 は資金

がな く補充で きなか っ た 。 同年 4 月に は 「訓盲

談話会」発起人 の
一

人 、最古参の 本校支持者で

地域 仏教 界 の 指導者だ っ た 姫宮 大 円 （1840−

1899）が 、 5 月に は会計庶務担 当の 高橋啓治郎

が 辞職 して 学校が機能不全 とな り、 6 月には校

務
一

切 を高田米南教校 （大谷派仏教学院）に委

託 した （新潟県立高田盲学校 ［1977］ 12）。

　開校 して 24年目の 1913（大正 2）に な っ て も、

事態の 抜 本的な改善は 困難だ っ た よ うで あ る。

第四回全国盲唖教育大会に、旅費調達がで きず

参加で きなか っ た 。 数カ月間に わた り職員給料

の 未払 い が生 じ、下付 され た郡補助金 に よ り、

俸給 と借金の 返済等を精算 した （新潟県立 高田

盲学校 匚1977］20，21）。

　 こ の ような状況の もとで は、卒業生 を安定的

に送り出すこ とが で きなか っ た 。 卒業生数は対

外 的な教育成果の 指標で あ っ た 。 表 4 にみ る よ

うに 、 と くに学校の 評価 を定め る創設か ら約 10
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表 4 　高 田 訓矇学校 の 卒業状況 （明 治28〜45年）

同数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10ll12

明治年 283134353738394142434445

男／女 （人） 2／02 ／11 ／01 ／02 ／01 ／02 ／12 ／04 ／03 ／02 ／12 〆2

出典 ：新潟県立高田盲学校 （1977）創立九十年記念誌

表 5 　新潟県学事年報記載 の 高田訓矇学校 に 関す る 評言 （明治 25− 35年）

西暦 明 治 開校 後 学 事年報

1892 253 年 元二 三 有 志 者 ノ 設 置 二 係 リ 資力充分 ナ ラ サ ル ヲ 以 テ 未 タ 進歩 ノ 状 況 ヲ 見 ス P ．43

1893 − 9426 − 274 −5 実質的 な言 及 な し

1895 28 6 本校ハ 資力薄 ク シ テ 萎微振 ハ ス 目下 振 作 ノ 状 況 ヲ 見 ス 8
1896 29 7 其他 ノ 状況ハ 前年 ト大 差 ナ シ 5

1897 30 8 其他 ノ 状況ハ 前年 ト大差 ナ シ 8− 9
1898 31 9 前年 二 異 ナ ラ ス 8

1899 32 10
元来本校ハ 設立 維持 二 資力微 々 タ ル ヲ 以 テ 未 タ 充分 二 規 模 ヲ 改 ム ル コ ト能

ワ ス 為 二 進歩 ノ状 ヲ 現 ワサ ・ル ナ リ
8

1900 33 11
（衰 退 状 況 に は 変化が ない と しつ つ も、郡 補助 金 と篤志 家 の 寄付が あっ た の

で）漸次振興 ス ル ニ 至 ル ヘ シ
8

1901 34 12 設備等 ノ 状況 ハ 前年 に 同 シ （く停 滞） 15

出典 ：新潟県 学 事 年報 ， 明治 25年度
〜34年度

年 間に卒業生 を出せ な い 年度が 集 中 してお り、

卒業生数も全体と して 少数 だ っ た。こ の よ うな

状況 は本校へ の 入学 の 動機づ けには逆効果 とな

るた め に 、 生徒 の 安定的供給は困難と なる 。

　表 5 は 、本校の 経営 ならび に教育の 状況に 対

して 、学校設立願 を認可 した県当局が 公表 した

評言をまとめ た もの で ある 。

　県当局が こ の よ うな厳 し い 評価 をす るの は や

む を得ない ほ どの 財政状況 だ っ た 。 高田訓矇学

校は、創設者 の 大森 と杉本が 、高邁な 意図 を も

っ て本校を高 田町で はな く 「新潟県下
一

円ノ為

二 設立シ タ」 はずで あ るが 、 その 苦難はなぜ 生

じたの だろ うか。卒業生 を初め て 出 したの は 開

校 して 6 年目、 設立 が許可 されて 4 年目の 1895

（明治28）年 5 月で あ っ た 。 そ の 記録 「全 科 卒

業式悉皆記」 中の 「学事報告」に は在籍者数 と

日 々 出席平均 の 出席者数が 記録 され て い る 。 明

治 22年 在籍者 15人 （出席生 12人 ）、23年 15人

（10人）、24年15人 （7 人）、 25年 13人 （6人）、

26年13人 （7 人）、 27年 17人 （7人） と出席生

が漸減す る 。 そ の 原 因に つ い て 、 創設者 は 、 盲

生 徒の 怠惰、父兄 と盲人 自身の 教育の 重要性 に

対す る意識 の 低 さに求め て い る 。 また、保護者

の 中には、学校で 学ぶ よ りも稼 げとの 罵言を与

える 人 もい た とい う　（「全科卒業式悉皆記」中

「学事報告」 ；新潟県教育委員会 ［1970］ 789）。

　そ れ で は 、 寄付金 の 調達は どの よ うな状況 に

あ っ た の だ ろ うか 。 「自明治三 十 四 年度至 々 四

十二 年 度義捐金収入簿　新潟県訓矇慈善会」 は

15枚の 毛筆手書き の 文書 で 、 明治42年 3月 3 日、

新潟県訓矇慈善会の 解散 に伴 っ て整理 され た も

の と思 われ る 。 こ の 資料に よ っ て本校の 財政状

況を整理 して み た い 。 「新潟県訓矇慈善会規則」

に よ れば、会員 は名誉会員 （資格不 明）、終身

会員 （20円以上 納金）、正 会員 （年に 3 円以上）、

賛成員 （1月 5 銭以 上）か らなる 。

　こ の 慈善会は高田 師範学校長 ・阿多廣介 、 教

諭 の 宮 下宰文 と小 学校長 ・中村 大 道 に よ り、

1901 （明治34）年 5 月に発案 ・
結成 され た と さ

れ
S ）、事務局 は高 田 師範 に 置か れ た 、 しか し 、
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表 6　 義捐金 ・特別義捐金納人
．
者の 寄付金額 （明治34〜42年度）

金額 （円）

人数

1001 505 401 2023 1 

3

冖
つ

1

41 3511 〜2730 〜60銭

42

出典　自明治三十四年度至 々 四十 二 年度義捐金収入簿　新潟県訓矇慈善会

表 7　新潟県訓矇慈善会寄付者 ・寄付 金 額 と入会者数

年度 明治 3435 36 37 38 39 40 41

寄付者数 （人 ） 48 40 34 28 20 15 4 0

寄付金額合計 （円） 236．75071 ．70055 ．80048 ．20039 ．10025 ．0007 ，000 0

慈善会入会者数 （人） 90 13 7 1 0 0 10 0

入会年月記入 な し 3 人　出典 　自明治 三 十 四 年度至 々 四十 二 年度義捐金収入簿　新潟県訓矇慈 善会

慈善会発足の 時期 と柏 田盛文知事 （1851−1910）

の 本校視 察が重 な っ て い るの は偶然 とは思えな

い
。 柏田 は有能な教育官僚 と して 聞こ えて い た

湯原元
一

（1863−1931） を同道 し て 、本校 を視

察 した の であろ う　（慈善会加入月は 2人 とも34

年 5 月）。この 2 人 は、かな り強力 に就学 を督

励 し 、 県 内学齢児就学率を格段 に 向上 させ た

人 々 で ある 。 しか し、 湯原の 義援金額が 3・円 と

少な く
一度だ けの 寄付 だ っ た こ とに、本校の 成

果 に対す る彼 の 低 い 評価が現 れて い る ように思

われ る （柏田知事は20円）。 県は補助金 を支 出

しない が、認可 校 を放置 もで きない 。 そ こで柏

田知事は県師範学校長の阿多に対 して 何 らか の

本校支援策を示唆 し、 その 具体化が新潟慈善訓

矇慈善会だ っ た の で はなか ろ うか 。新潟県が本

校に補助金 を出す よ うに な っ た の は、何 と1907

（明治40）年 と遅か っ た し、表 3 にみ る よ うに

中越盲唖学校よ りも少 なか っ た 。 ちなみ に長岡

盲唖学校 に対す る補助 は創設 の 翌年、1906 （明

治39）年に 開始され た。

　表 6 は、1901〜1909 （明治34〜42）年度 まで

の寄付の 金額 と人数 （131人、 4 団体） を示 し

た 。 「義捐金」 「特別義捐金」 は史料の ままで あ

り、書類 の 書 き方か ら判断す る と 「特別」は
一

時金の み、義捐金 は
一

時金 と と もに 毎月の 会費

が想 定され て い た もの と思われる 。

　 と こ ろ で 、20円以上 の 寄付者30人の うち 、 4

件を除きすべ て明治 34年度の 寄付 で ある （こ の

他 に 、 記入年月 日不 明 1 が ある ）。
つ ま り、比

較的多額の 寄付者は初年度に集中 し、それ以降

はほ とん ど い なか っ た こ とになる 。 全期 間を通

じた総額は 1077円60銭で あ っ た 。

　表 7 は、明治35−41年 度 における慈 善会入 会

者数、寄付者数 と寄付金額を年度別 に整理 した

もの で ある。こ の 二 つ の 史料 を合 わせ て み れ ば、

慈善会が 順調 に機能 した の は初年度 だけで 、 こ

の 期間の 後半は機能 して い る こ とを疑 わせ る状

態 だ っ た こ とが わ か る 。 「義捐金収入簿」 に 記

入 さ れ て い る 最 も遅 い 退会月 は 39年12 月で あ

る 。 慈善会機能の 著 しい 低下 は さ らに進行 して

い た の で ある 。

　表 8 は、義捐金寄付者が 、 義捐金 以外に各年

度に継 続 して年会費を納 入 した回 数 を整理 し

た 。 ほ とん ど の 会員は、義捐金 を寄付 しただ け

か 、 その 後に 1 − 2 回寄付 しただけで ある こ と

が わか る 。 入会月 と違っ て、退会月が書かれて

い な い 会員が多い 。

　そ の
一

方で、 2割 ほ どの 会員は 7年 間に 4 回

以上 、 継続 して 寄付 して い る 。 約 2割 の 会員の

うち 、 社会的属性 を把握で きる会員は 、 高田 師

範が 5 、ヒ越教育会員 1 、高田 中学 1 人で ある 。

こ れ らの 教員は、多い 人 で年間 3 円、少ない 人

で 60銭 を継続的に寄付 して い る （5 人 の 高田 師

範教員の なか に は 主唱者 の 宮
．
ドの ほ か 、 教育
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表 8　 新潟県訓矇慈 善会年度会費納入状況 （明治 3541年度）

納金回数

人数

0回

52

128 213 38 410 54 67 72

出典 1 自明治 三 十四年度至 々 四十二 年度義捐 金収入簿　新潟県訓矇慈 善会

者 ・学者 として著 名 な平野秀 吉 ［ユ873−1947］

が い た ）。 社会的属性が 把握で きな い 人 々 は 、

確実な収入 の あ る 高田近隣 の 人 々 と思 われ る

が 、 ほ とん ど の 会員が年間 3 円を寄付 した 。

　新潟県訓矇i慈善会会員 を男女別 にみ る と、男

120名 に対 して 女 11名で あ っ た 。女性会員は全

会員数の 8．4％ を 占め る程度で ある が 、 こ の よ

うな割合 の 女性寄金者は県内で は高田校 にだ け

み られ た現象だ っ た 。 女性会員の 寄付金額の最

高額は 20円 1 人 、 3 円 4 人、60銭 6 人 で あ っ

た 。

　表 9 は 、 本校 の 支持 者を把握す るため に 、 新

潟県訓矇慈善会員 （社会的属性 は
一

部の み判明）

と 、 寄付記録は な い が訓盲談話会発起人 として

協力 した人 々 を示 した 。 また 、 島地 ・姫宮以外

に も仏教僧侶と思 われ る名前がある 。

　不完全な資料で も高田校の 支持基盤はお お よ

そ把握で きる 。 教育界 と医師界が 主な基盤で あ

っ た の 対 して行政 ・実業界 は弱体 だ っ た 。 上 述

の よ うに 高田町 は県内で も早 くか ら西洋医学が

発展 した地域で あ り、鍼按業盲人 に対す る協力

に も熱心だ っ た し、社会事業に 関心 を示す医師

もい た 。 教育の 町で もあ っ た 。 こ の ような歴史

的 ・社会的な要素が 、 盲唖教育の背景となっ た

の で あろ う。 逆に い えば、社会的基 盤の 広が り

も、県 に対す る影響力 を含む社会的な働 きか け

も弱 か っ た とい え よ う。こ の 点は 、 長岡校や新

潟校 とは対照的だ っ た 。

　 しか し高田訓矇学校 に対 して は 、 財源 として

は十分で はなか っ た もの の、60銭か ら20円近 く

まで 寄付 金総額は 多様で あ るが 、 高 田地域の

人 々 の 支持 が、とくに初期に お い て 確実 に存在

したの で ある 。

　盲唖学校は制度上 、 正統性 に欠 けるイ ン フ ォ

ー
マ ル な学校で あ り、 しか も明治20年代前半に

は 日本国内で も前例の 少な い 珍 し い 学校で あ っ

た 。 高 田校 は 、 盲学校の 設立時期が他 の 地域 よ

りも早か っ たため に、社会の理解が得 られ に く

か っ た こ とに加えて、近代産業の 勃興 か らは離

れ た 地域 に あ っ た。そ の うえ高田 は 、 「長 い 間

領主 の 特別の 保護 を受けた城下町 の 気風 もあ っ

て 、新興の 気勢に欠 け、大産業を起 こすに至 ら

なか っ た 。 特 に士族 らは 、他地 方で 就職す る者

が 多 く、在地産業 が起 こ らなか っ た」。 商業で

も明治 になっ て 「豪商 も、多 くは地主 を兼ねて

い た た め に積極性に 欠け」た 。 商業は小資本で

あ っ た （高田市史編集委員会，
650

，
　663 ；新潟県

高田市教育会 ，
441−442）。

　大正 期に入 っ て もこ の よ うな状況は変わ らな

か っ た 。 第
一

次世界大戦景気 に よ っ て 日本の 産

業は急激な発展 を遂 げた の に対 して 、 高田は従

来の 家 内工業 的産業 の 域 を抜け切れずに小企 業

が成立 した程度だ っ た （高田市史 2 ，61）。 こ れ

らの 状況 は、寄付金 の 調達 を困難にす る背景で

あ っ た と思 われ る 。

　以上 の 経済的 ・社会的背景 とともに、高田訓

矇学校経営の 在 り方に も問題が あ っ た ように思

わ れ る 。 創設運動時代は、大森が並行し て 別の

社会的課題に も応え ようとして い た時代 で あ っ

た 。 大森が高田女学校に 関与 した約 10年間の 歴

史は、盲学校 の 設立 計画 と申請 、 開校 と初期 の

資金難 の 時期 と重な っ て い る うえに 、 医師会 の

結成や 産婆看護婦学校 の 設立 ・維持問題 に も、

彼は急を要す る課題 と して 相対 して い た 。

　その ためか 、 盲唖学校が ある程度安定した収

入 を確 保で きる経営上 の 工 夫が 不足 して お り、

財団法人 へ の 転換 もなか っ た 。 訓矇学校 開設が

4 度目 の 設立願 に よ っ て 実現 したこ とは、当時

で は全 国で も前例の ほ と ん どない 盲学校 の 開設

申請に対す る県側 の 懸念 もあ っ たで あろ うが 、
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表 9 　新潟県訓矇慈善会会員 の 社会的属性

阿多廣 介 明治35．2，13まで 高田師範 学校長、山形師範教 諭か ら昇任

宮下宰 文 教諭 （数学）

岩永五 郎
一一

教諭．明治34．7．25香 川 県 師範学 校長

本多亀 三 教諭

津 久井 徳治郎 教諭

華岡青 洋 校 医

齋藤喜 次郎

平 野秀 吉 教 諭 （国語
・
漢文）

秋 庭鉾
．・

郎 教 諭
高 田師範学 校

近 森出 来治 教 諭 （音 楽）

岩 原 〔廣 野）諦観 授 業嘱託

神 山末吉 教 諭 （音 楽）

佐 藤栄三 郎 教 諭 （美 術）

山極九 十 郎 教 諭 （普 通体操 ）

荒 木亀 三 郎 書 記

白井知崇 弓術 教師

小 林郁 四郎 授 業嘱託

太 田秀穂 高 田師範 教諭 （修身
・
英語 ）、明3＆LlO高田 師範学校長教

育
界

高 田 中学 校 ・高等 女学校 小 倉右馬 古 語教師

高田 中学 校 関根 萬司 私 立 女子技 芸 専 修学校 を創設

遠 山千里 会 長 （中 頸城 郡 長）

水 野速瀬 岡 島校 校 長兼訓 導

真保 義超 水 野の 後任 で 後 に 本校名 誉教 師

上 越教育 会 野 口正之 第
一
小 初代校 長、卒業式に 出席

原 田貞元

鷹 見爽鳩

井 手正 信 卒業式 に 出席

第 二 小校 長 中村 大道

第 二 小校 長 染谷鐵 丸

中 頸城郡 視学 島 田則 正 東京府 小学校長に 転出

郡 立高等 小校 長 新倉慶 次郎

安西廣 文

高田 高等 小校 長 宮越 久馬 太

阿部喜 十郎

師範附 小 ・第 二 小校 長 東城清 次郎

吉川純 三 郎 短期 聞．関根 が 創 設 し た 私 立 女 子 技芸 専修学 校長

知命 堂病 院院長 瀬尾原 始 玄 弘 の 甥。郡 医 会 ・高 田 医会初 代会長、院内 に産 婆看 護婦 養成所 設置

知命 堂病 創設 者 瀬尾玄 弘 明 治 4年に 金券 随
一

の総 合病 院 と して 創 設、育英 事業。卒業式出席

中野 千 里 高 田病 院 に38年 間勤務

評 議員、第四代 校長 小 島彦造 眼科医、明45，6私 立高 田産婆看護婦 講習会を創設。私財を提供。高 田 脳病 院理事、市会 議員

評 議 員 宮川環
高 田病 院副 院長、開業、各校の 校医 。 高田 産婆看護婦養 成所 を創 設 に 関与。市 会議 員、市会

議長、市医 師会長

細 谷 暢 庵 視覚障 害者、鉞按 師、産科医 （県と内務省よ り認可 ）
医

師
大森隆 碩 設立者、眼科 医、キ リス ト教系高田女 学校創 設に 閲与

杉本直 形 第二 代 校長

小池玄 育 卒業式 出席

秋 山祐 哉

小林 重明

水野 道 貞

鷹見盛 保

訓盲 談話 会発起 人 山本 貞治

平野恵 海

和 田玄 誉

姫宮大円 指導的 な仏教 僧侶．仏教系 高陽女 学校 創設 に 関与

石黒良 継そ
の

他
溝 口良 繁

疋田 新 二 郎

丸 山謹静 盲人、本校銀按科教員、鍼按業盲人の 代表格

薬剤 師、経 理担当 植木文治郎 高田町 会議員、本校 評議 員、多額の 寄付．44年間、本校 に 貢献

第三 代校 長 宮 越辰 太郎 3 校で 授 業生．代用 教員→明35．4」7本校教員
一・1915．2．10同校長

高 田市長、評議 員 倉石 源 造 民 権系 の 鳴鶴社 に参 加

県知 事 柏 田 盛 文
就 学率 向上 に尽力．慶應義塾出身。 鹿児島県議会議員 ・議 長、旧制四 高初代校 長、民 権系 の

衆 議院議 員、千葉県 知事、文部次官、茨城県知事の 後に 新潟県知事 に就 任

行
政 県視 学官、新潟尋常 中学校長 湯 原元

．・
柏 田 までの 3代知事の

．
ドで教育行政推進、就学督励 の た め柏 田知事 と 県内 を行 脚。東 京大 学

医学部 で 学ん だ 後、各地 の 中学 ・高校 の 教員
・
校長 を務 め る 。東京音楽 学校長、東京 女子 高

等師範学 校長、東京高校初代校長。
新潟県属．郡長 渡辺 新吉 西 蒲原郡 長 ・中頸城郡長で 新 潟県 出身

中頸城 郡長 中村 正彦 県外か ら の 導入官僚

地主 森本 義質 北 海道 開拓 を試行

実業 家、衆議 院議 員 高橋 慶次 郎

東京
・
楽善 会会員 前島密 頸 城郡下 池部村 出身

政治 家
・
実業 家 高橋文質 郡 会議員．県会議 員、衆議院 議貝．高 田新 聞

・上 越 電 気会社 創設

実
業
家・
政
治
家
等

実業家．教育 事業 清水宜輝

県 会議 員、実 業家、地 主 入村四郎作 上越 銀行専 務

仏 教僧 侶 島地黙雷 明24ユ0本校の ため 慈 善演説 会．楽善会友

キ リス ト教牧 師 ．G．ダ ン ロ ツ プ カ ナ ダ
・

メ ソ ジ ス ト派牧師、7 年以 上 に わ た り毎 月 3 円 寄付

出典 ：氏 名の 出所は新 潟 県立高 田 盲学校 九
．i．年記 念誌 ；自明治 三

．
卜四 年度至 々 四 十 二 年度 義捐金 収入 簿　新 潟県訓 矇慈善 会
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長岡盲唖学校や新潟盲唖学校 と比較 して 、計画

の 練度 と人脈お よび計画立 案上 の 資源不足は否

め ない 。 新潟訓矇慈善会 は教育界の 発案で あ り、

そ の 目標額は年間46円 にす ぎなか っ た 。 こ の 慈

善会 に は 17人 の 師範学校教員が加入 したが 、阿

多校長の 離任以 降、新た に会員に な っ た の は 1

人 、校長の 離任後 ま もな く退会 した の は 5名で 、

離任後 も継続 して会費 を納入 した記録が ある教

員数は 6 人 だ っ た 。 師範学校で は、慈善会の 事

務局が あ っ て も、校長や幹部教員の よ うに短期

間で 転勤す る 会員の 会費継 続 は 困難 で あ る か

ら、慈善会の 機能が きわ め て 低 下す る の は 当然

であ っ た 。

　本校 の 資金難 は普通教育を重視 した野心 的な

構想を実体化で きなか っ た し、 長岡 ・新潟校に

見 られたような寄付 を呼び込め る学校経営上 の

理 念 と成 果の ア ピール性 の 薄 さ も、学校 経営困

難を生 んだ の で は なか ろ うか 。 支持者は 、医師

界に も教育界に も、 地方政界 に も相応に い た の

で はあるが 。

　 2 ．長岡盲唖学校

　長岡盲唖学校 は、聾児の 親、金子徳十郎が創

設を構想 し、実現 させ た 日本 で は珍 しい ケ
ー

ス

で ある。また学校支持者か らみ て 、日本 の 近代

化が 進行 した時代の 産物で ある とい う意味で も

重 要 で ある 。 金子 は 、 進太郎 （1891−1963） を

同郷の 小西信八 の 東京盲唖学校 に入学 させ てか

ら、小西校長の 説得を容れて盲唖学校創設に 取

り組 むこ とになるが 、実現過程で は 高田校 に は

み られ な い 幅広 い 人脈 と広範 な支持基盤 に恵 ま

れ て い た 。 それ は明治20年代初め と30年代末 と

い う時間的な差 と 、 高田 と長岡との 産業基盤の

違 い とに み られ る 。 しか し、こ の 違 い を活用 し

た 人こ そ金子徳 十郎で あ っ た とい っ て よい
。 そ

の うえ 、 長 岡校 は高取易太郎 とい う指導の 中核

となる人物に も恵まれ た 。

　表 10は 、 長岡盲唖学校 に寄付 した人々 の うち、

社会的属性が判明 した支持者を示 した （約 10名

の 寄付者 は不 詳）。 なお表 10には、寄付記録が

見あた らない 少数の 創設協力者を含ん で い る 。

　表 10か ら、 長岡盲唖学校の 支持基盤が か な り

明 らかで あろ う。 高田校と異なる の は、寄付 を

す る 人 々 の 社 会的属性が きわ め て 広範 で あ り、

なかで も同時代の 県内お よび 日本の 経済発展 を

反映 した実業界お よびそ の 姻戚 とみ られ る 人 々

が結 集 して い る
一

方で 、 医師の 関与が ほ と ん ど

な い こ とで ある 。 実業家は 、 地主や豪農で もあ

る 人がほ とん ど で あるが、新興国 日本 の 発展す

る エ ネル ギ
ーを近代産業へ の 投資とその た め の

基盤 （た とえば商業会議所の 設立）や シ ス テ ム

構築 （た とえば取引決済方法の 革新） に注 い だ

人 々 で あ り、1903 （明治 36）年 1 月の 長岡商業

会議所設立認可 願 の 発起人 38人 の うち約 4 割 に

当た る 15人 俵 中斜字） が 、本校 へ の 寄付 また

は創設協力者に 名 を連ねて い る 。 それ以外で は、

市 （町 ・郡）長 ・政治家と教育家が 目立 っ た 。

　表llは 、 1905 （明治38）年度から1920 （大正

9 ）年度 まで の 16年間に 2 回以 ヒの 寄付者 を寄

付回数に よ っ て 分けた 。

　寄付金 の 安定的確保は どの 学校で も苦慮 して

い るが 、 本校で も継続性が低下 して い る。明治

38−42年の 寄付件数は年平均 12．2件 、 43年度 16、

44年度20、45一大 ］Fl　1 年度 18、 大正 2 年度 22、

3 年度13、 4 年度 5 、 5年度 7 、 6 年度 9 、 7

年度 6 、 8 年度 9 、 9 年度 16と漸減する。 しか

し長岡校 に特徴 的なの は 二 点あ る。一
つ は複 数

回寄付者が104件 と多 く、 寄付総件数200件の 半

数を 占め て い る こ と、他方で寄付総額は多額 で

な い が 寄付 回数が多い 例が 散見 され る こ と で あ

る 。 後者で は、宗教的動機や地 域救済的な動機

が伺われ る 。 もう
一

つ は、市外、と くに東京市

在住の 長岡出身者で 実業成功者 の 寄付が あ る こ

と で あ る （サル タ レ ル 財閥は朝鮮）。

　長岡校 で は 実業 界か ら の 金銭 的な支援以外に

も、 地域にお ける大小 さまざまな協力がみ られ

た 。 経常費 とは別に基本金 を募る べ きとの 経営

上の 助 言 （渡邊六 松）、東京盲唖学校 ・小西校

長へ の 懇切 な紹介状 （小金井代議士）、進太郎

入学の 際の 保証 人 （大橋佐平）、進太郎の 「傍

観生」 と し て の 受け入 れ （小 野塚校長）、盲唖

学校創 設計画に 対す る 協力 （町当局）、盲唖 教

育実例 の 演示 （有力者宅）。 こ れ らは 、単純に
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　　　　　　　　　　　　　　　　　 新潟県内 盲唖 学校 5 校の 経営困難問題 と社会的基盤 との 関連

　　　　　　　　　　　　　　　　　表10　長 岡盲唖学校 へ の 寄付 者お よ び協力者 の 社会的属性

小 金 井権三 郎
小林虎 三郎 の 外甥、小金 井良精の 兄 。 福沢諭吉 の 時事新報入社 。 虎三 郎 の 弟

・
雄七 郎 の 賛助 を得 て

友共社 （読書団体） を組織。白由党衆議院議員

大橋佐平 博文館創業者、北越新聞 ・越佐毎 日新聞、総合雑誌 『太陽』 を創刊、共同印刷、共同通信社設立 者

秋庭半 長岡町長

近 廳 久 潼 労 牛 乳 搾 乳 業 で 長 岡 商業 会議 所 発 起 人

須嚢
．
善造 染物業で 会 議所発 起 人

li旧 音二 郎 坂 ノ 上 小学校長。後 に 本校兼務校長

小 野 塚 貫吉 表町 小 学校長、金子 進 太 郎 を 「傍 観生 」 と して 受 け入 れ

伊佐與
一

郎 小学校長

丸 田亀太郎 長 岡 盲唖 学 校 開 校後 に唱 歌教 授 。 小 野 塚逝去後 、 1919 年古志郡四郎丸小学校長転出まで 兼任校長

近藤健治 小学校長

渡邉 廨 吉 会議所発 起人。北 越製紙の 創業者の
．一

人、金子 ・小 野塚校長の 募金訪問 に 応諾 。 六松 は養 父

渡邉六 松
唐物商で 大地主 。 長岡産業界の 長老 。 長岡鉄工 所、長岡鉄道、寺泊海陸運 の 創設 に尽力、宝 出石油

の 大株 主。金 子
・小 野 塚 校 長 の 募 金 訪 問 に応 諾

波多野傳三 郎 県会議員、衆議院議員 （改進党）、福井県知事 。 その 後、石油業界で 活躍

大 草重 正 古志 郡教 育会 代 表、盲 唖 学 校 設 立 の 可 否 を検 討 して きた

渡邉寛 長岡盲唖学校会計監督

牧野忠篤子爵 最後の 長岡藩主。開校式に 出 席

阿部 占志郡長 。 開校式に 出席

大倉廉平 長岡町役場書記。本校 の 事務に 多大 な助力

川 面 松衛 新潟県女子師範学校 長。寄宿舎設 置 を助 言

小 野塚 喜平次 口本最 初 の 政 治学研 究者、東京帝国大学総長

大橋新太郎 佐平 の 創業 し た博文館 を総合出 版社 に 発 展．多 くの 会社経営 に関 与、衆議院議員、東京市会議員等

大橋省吾 東京 堂社 長、佐平 の 三 男、新太郎 の 弟

ノ11± 佐太 郎 米穀商、長岡 米穀株式取引所理 事 で 会議 所発 起 人

毋 ヂわ ど四 郎 県内
一

の 紙商 で 会議 所発 起 人。北 越 製紙 創業者の
一

人 。 令終会 を創設、悠久 山公 園の 整 備

高橋 九 郎 区 長、篤 農家 。 治水事業 ・土 地 改 良、副 業 ＝ 果 樹 園 芸 の 導 入、県
．
ド初 の 信 用 組 合設 立 、衆議院議員

殖 要 贋 平 鉱 業 で 会議所発 起 人

μ1ノフ導 吉 西洋雑貨商、石油 産業 を 企業化。会 議所 発 起 入

μ1田 又 七 長岡鉄管 ・宝 田石油創業者、社長、長岡鉄 工 所組合設立、会議所発起人

山H 政治 北越水力電気
・
北越 製紙 の 取締役、日本石 油の 監 査 役。市会 議 員

山 田権左衛門 誠之社 （商業結社）構成員、福沢諭吉の 影響

山凵 達太郎 資産額 で 県内
一

の 地 主 、県内最 大 の 投資家 ・事業家 。 県内有力企 業の 大 株 主、衆議 院 議 員

小 林 友 太 郎 実 業 家 で石 油事業 に 従事、栃尾鉄道 を創設、中越 自動車社長

小林富次郎 ラ イオ ン株式会社 の 前身、小 林富次郎商店を創業 。 キ リス ト教徒

佐藤惣吉 金 融業等 の 実業家 で 地域 の 発展 に 尽力 した篤志 家

佐藤務 村会議員、村 長 、県 会議 員、政友会、六 日町の 地主

掛 毋周 平
書籍商 で 会議所発起 人。取引 勘 定 を 2 か 月勘 定 に改め 、商業発展の 基 盤 を作 る。米穀 ・石 油取引所

を設 け る。長 岡 女子 師範学校設 立 に 尽力

金井 助 三 郎 度量器 の 技術者 で 実業家。越 後度 量 器 合資会社 を設 立

神谷 正 治 医 師、神谷病院経営

長岡病院 長岡会社 病 院 （明治 5 創 設 〉，現 在 の 長岡赤十 字病 院

鷲尾 庄 八 製 油業 で 会議所発 起 人。長 岡商業会議所副会頭

長 部 訟 三 ム膠 醤油醸造 業で 会議所発起人、六十九銀行頭取

覚張脚平 書籍商 で 会議所発起 人、北 越 製 紙創 業 者 の
一

人

野本恭 八 郎
豪農山口 家の 生 まれ。大正記念互 尊文庫 の 資金 を市 に 寄付、市民 の 図 書 館 と した 。 日 本互 尊社 を創

立。誠之社 （商業結社）構成 員、福 沢 諭 吉 の 影 響 あ り

佐藤行雄 素封家、徳 行 家。取 締役 ・監査役 （先代か ？〉

岸　手昔 第六 十 九銀 行 頭 取、鉱 業、会 議 所 発 起 人

星 野 伊 三 郎 洋反物商、長岡銀行、会 議 所発 起 人

小 野 塚 喜三 次 本校商議員。 小野塚喜平次 の 弟

入
齟
刀 ノ〃藤 ナ 郎 本 校 商 議 貝。質 営 業、会議所発起 人

遠藤清平 本校商議員

長部栄吉 本校商 議 員。宝 田石 油 ・長 岡鉄管監査役 。 松三 郎の い と こ 、市会議員、大正勧農組合運営

木村清 三 郎
本校商議貝 。 石油業、低湿地 の 埋 め 立て 事業、市会議員、衆議院議員 （政 友会系）、市 長 と して 工

場用地 を造成 し、工 業都市長 岡の 実現 に 尽力

出 典 ：氏名の 出所 は長岡聾学校百年史資料編9・13，18．斜字体 は長 岡商業会議所設立 発起 人
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中 村 満 紀 男 ・
岡　　典子

表11　長岡盲唖学校へ の 2 回以上寄付者 （明治38年度〜大正 9年度）

寄付 回数 延 人 数 合計額 住所 寄付 回 数 延 人数 合 計額 住所

高槁大吉 2 10 南魚沼郡　　木本金作 4 10 市内

山 冂 政 治 2 120 市内　　　 小 川清松 4
2

80 市内

大槁新太郎 2 400 東京市　　　山 口誠 造 4 ユoo 市 内

山口達太郎 2 506 東京市　　 長尾玉 圃 5 35 市内

小林友太郎 2 150 市内　　　 渡邉辰子 5 5 20 市内

小 西 信八 2 1工 15 東京市　　 渡邉藤蔵 5 20 市 内

牧 野 忠 篤 子 爵 2 200 東京市　　　渡邉藤次郎 5 20 市内

サル タ レ ル 財閥 2 100 朝鮮　　　 渡邉六 松 6 350 市内

松 田周 平 2 ＊ 市内　　　 渡邉藤吉 6
2250

市 内

深 尾 貞 太郎 2 60 市内　　　 順 孝團 11 1120 市内

長岡病院 2 108，44 市内　　　 小野禪牛 12 ユ 19 三 島郡

川 上佐 太郎 3 1350 市内　　　　小林富次郎 13 1717 東京市

＊ 公 債 と株券　 出典 ：長岡聾学校百年史資料編9−13を整理，

表 12　長岡盲唖学校の寄付金 と補助金 一
明治38年度〜大正 9年度

年度
明　 I　 I　 I　 I　 I

3＆42138139 ：
40

：
41

：42434445
大 123456789

寄付金 （円）
5813981
　　　　　　 年平均ll62796

545，76

5015．68 435．76652814662
．74248683305802784551093

補
助

金

（
円）

県一一一一一一一

専 ．．＿
　　内務省　　一一一一
国 宮 内 省　　一一一一
　　文部省一 一一一一一
郡

　 　 　　I　　　　I300 　1300 　1　 ？　　「 100−一一一一ト ー一
→
一一一1−一一←

一一→ 一一一
　 　 　 　

1
　　　　

1150
　

1300
　
1
　 ？　　1500

＿＿＿＿− L ＿一」 一一一L −＿L ＿＿」 一一一

一＿ 一：一一⊥一⊥ 一」2叫 一．
　 　 　 　 I　　　　 I　　　　 I　　　　 I　　　　 l

−．一一．1−一一I
　

I
　

I
　

l

　　　　l 「
一一

丁
一一

踊 6「
一一

一一一一一ト ー一→ 一一一1−一一←一一→
一一一

　 　 　 　 1　 　 　 　 1　 　 　 　 1　 　 　 　 1　 　 　 　 1

一一昼qp
−一旨qg
−jgq
−一一　

一一一一
　 150

700−一　
500
　一一
200　　　

一一一

一一一

700−一一
700−一　

星（P
　　

一　一

　 ？一　　
　 ？一一一
　 ユ50−一一一

一一一一

一一一

　？一　一
　？一一一

脚

一一

一一一

　 ？一一一
　 ？一一一
150−一一

一一一

一一一

530−一　

z醫
額 ？一一一

一一一

一一一

650　一一
750−一一

覆

二

解9
石9
鍬

一
も6−一

750−一一
950−一　

　 ？一一一

一一一

　一一

1200−　−
1250
一一一
　 50−一一
100−一一

一一一

寄付 金欄 の うち 2 段 に な っ て い る の は 、 資料 の 数値 の 違 い に よ る。株券
・
治療代無料 は 除き、公債 に よ る寄 付 は額 面

で計算。大正 8 年に 貧困生 に 月 5 円給付、校舎建築費千 円 の 中野財団に よ る寄付 は計上 して い ない 。 出典 1 長 岡聾学

校百年史資料編2略，9−13

金子が 町 （市）会議員 とい う地域有力者 である

だけで は説明で きない
。 金子 は 、 商人 として地

方政治家 として 問題解決の 方法 ・ス キ ル と人脈

を も っ て お り、 結束力 と求心力が ある長岡地方

でそれ らを生か して盲唖学校創設構想を周到に

工 程化した の で ある 。

　 と こ ろ で 寄付件数の 低下 は 、 当然、寄付額の

減少 を意味する 。 表12は、創設か ら県移管の 3

年前 まで の 長岡校 に対す る寄付金 と各種補助金

の 状況を示 した もの で ある 。 初期 の 寄付金額は

年度 ご と に 明記 されて い ない の で正確な額では

ない が 、 発足当初の 6年 目以 降は激減して い る 。

そ の 減少分 を補 うには公的補助金に依存する し

か な い わ けで ある が 、 本校 の 場合 、新潟県 と長

岡市か ら の補助金交付 は非常 に早 く、開設の 翌

年には実現 し、 しか も増額が比較的順調で あ っ

た 。 本校 と高田訓矇学校 とで は、公的補助金の

獲得にお い て 人脈の 強弱が 影響 しなか っ た とは

い えない が、公的補助 に対する事業の 適格性が

問われた結果で あろ うと思 われ る e

　学校 経営 と教 育 の 安定度 を 計る
一

つ の 指標

は、良質の 教員の 供給 と勤続年数で ある 。 高 田

校 で は鍼按担当教員は適任 者が 得られ たが、普

通科教員が定着 しなか っ た 。 経営困難の 後で 教
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育 を再 開 した 1894 （明治27）年 9 月か ら 1905

（明治 38）年 4 月 に 、 後 に校 長 と なる宮越辰 太

郎が 着任す る まで、少な くと も 4 人 の 教員が交

代 した （新 潟県 立 高田 盲学校九 十年記念 誌 ，

ll−21）。

一
方長 岡校で は、最初の 鍼按科教員が

2 年足 らずで 新潟盲唖学校 に転出 し、盲生普通

科
・唖生裁縫科担当教 員が 1 年超で退職 して い

る以外は最短で も勤務期間は 4 年 6 ヶ月以上 と

なっ て い て （長岡聾 学校百年史資料編 ，
7 ）、給

与額 と恩給制度の 点で待遇が 劣る 盲唖学校教員

の 獲得が 困難だ っ た状況で は、比較的安 定 し て

い る と い える 。

　財 源と経営者 ・教育担当者に比較的恵 まれ た

よ うにみ える長 岡盲唖学校 で も、当初の 県の 評

価は厳 しい もの だ っ た 。 1905 （明治38）年の 創

設時 には 、 「開学 日尚浅 ク其ノ 成績未タ 見 ル ヘ

キモ ノ ア ラ サ ル ナ リ」（新潟県学事年報　明治

38年 ，
16）、「其ノ 状況 亦大差 ナ シ」 （明治40年 ，

16） とい う評価 は 、 ま もな く好転する 。 多額の

県補助金がその 具体的な表明で あろ う　（表 3参

照）。

　なお、長岡校は 県内盲唖学校の なかで 唯
一

授

業料 を徴収 した学校で あ る （表 3 参照）。ただ

し、生活 困窮家庭か ら実際に徴収するこ とは 困

難な の で、実際 に は奨学金指定寄付 （た とえば

大正 5 年度大橋新 太郎の 400円）で 対応 したの

か 、 徴収の 意図が何か を示す資料 はな い 。

　 3．中越盲唖学校

　中越盲唖学校 を高田訓矇学校 と比較 して み る

と 、
こ の 二 校 は学校対象と創設時期が異 なる も

の の 、酷似 した創設過程を辿 っ て い る 。 鍼按業

盲人 と眼科医の 協力、創設者の 背景 と して の キ

リ ス ト教 、 産婆看護婦学校創設が そ れ で あ る 。

異 同は 、 中越盲 唖学 校長 で 眼科医 の 宮 川文平

（1861−1931）が 県会議員で もあ り、 経営上 も宮

川個人の 役割が よ り大 きか っ た点 に もみ られ、

さ らに 唖 生 教 育 も行 っ た こ と で あ る （高橋

［2004］）。

　中越 盲唖学校 の 特徴は 、 学校が 立地する社会

的基 盤 が高田 よ りも弱 く、 小規模で あ りなが ら、

その 成果が関係当局か ら高 く評価されて い る こ

と で ある 。 県の 評価に お い て 、1911 （明治 44）

に、「稍狭 隘ナ レ トモ 相 当ナ ル 設備 ヲ有ス ル 」

と された （新潟県明治44年度学事年報 ）。 補助

金 に お い て は （表13）、中越 盲唖学校 として 県

の 開設認可 を受けた 1908 （明治41）年度に郡か

ら 114円 の 補 助 を 得て い る 。 そ の 後 は 、町 ・

県 ・村 ・国 と補助金が 増加 して い る 。

　 しか し本校は財政基盤 が 脆弱で、医師 ・宮川

文平 ・久平兄弟の 個 人的貢献 に依存 して い た 。

自前の 学校 を用意で きな か っ たため に 、 9 年 間

に学校 は専福寺 、 妙行寺境 内七面堂税 務署跡 、

下町民家、連隊区司令部跡、柏崎神社大門図書

館跡地 と五 ヵ 所 を転 々 と し、最終的に は郡 （町

表13　中越盲唖 学校へ の 各種補助金等 （明治41年度〜大正 5年度）

年度 新潟県 刈羽郡 柏崎町 大洲村 内務省 合計

明41 ll4 114

42 200 30 230

43150 ＋ 50 200 50 100 550

44 150 200 50 100 500

45 150 200 50 100 500

大 2 150 200 50 20 420

3 230 200 50 20 500

4 ？ ？ 100 20 210 390

5 ？ ？ 100 20 230 550

出典 ：高橋 （1993）68−70 ；新潟県統計書大正 2〜 5 年度　単位 （円）
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か ？）か ら下 付された建物を学校と した 。

　 1910 （明治43）年度 には 3 年課程か ら 5 年課

程 に延長 し、1911 （明治44）年度か らは唖生 を

受け入れ た 。 1913 （大正 2 ）年 1 月現在で、生

徒数 は盲生 20名で 、その 年齢範囲 は 10〜14歳が

5名、15〜19歳が 12名 、 21歳 、 36歳、40歳が 各

1 名だ っ た 。 こ れに対 して唖生は 4名に過 ぎず、

平 均年齢 が 他校 に 比 べ て 15．25歳 と高 か っ た 。

唖生が少数 に と どま っ て い る 理 由が唖 生 教育 の

不完全 な対応 に ある こ とは 、学則 の 教育課程を

みれば理解で きる。盲生の普通科の 教科は修身、

国語、算数、地 理 歴 史、理科 、 唱歌、体操で あ

り、 技芸科 も按摩 と鍼治の 課程が 整備され て い

る が 、 唖生の 普通科は修身、国語 、 算数 、 図画、

体 操だ け で 、技芸 科 は 裁縫 だ けだ っ た （高橋

匚1993］ 68−70）。つ ま り、本校 は 、 鍼按灸の 資

格取得 （明 治45年 7 月 に県指定校） と基礎教科

教 育の ための盲部を主体 とした学校 で あっ た と

い え よう。 県の 比較的高 い 評価や 補助金は、盲

生部 を対象 としたもの と思われ る 。

　 4 ．新潟盲唖 学校

　新潟盲唖学校は その 創設過程 と展開過程 にお

い て 異 なる 要素に よ っ て 成立 した とい う点で新

しい タイプで あ っ た。第
・
段階は高田校の よ う

に、鍼按業盲人 と医師の 協力 に よる創 設計画 と

運動で あ り、第 二 段階は 長岡校 の よ うな実業家

や名望家が主 たる 支持基盤 に加わ っ て 盲唖学校

創設運動が具体化 され た 。 表14が第二 段階の メ

ン バ ーで ある。なお、表下段は、校舎新築時の

高額寄付者で あ り、 中野が 1500円、山口が500

円、田代が200円、それ以
一
ドが 100円とな っ て い

る 。 本校以外の 寄付者の 場合 は、当地域 に関係

する人 物か らの 寄付で あ っ たが 、 新潟校の場合、

経済 ・政治の 中心 と して の 新潟市 にあ っ た ため

に、県 内全域 お よ び新潟市近辺 出身者か ら幅広

い 支援 を受け る こ とがで きた 。 その ため に、新

表14　新潟 盲唖学校 の 主 た る支持者

前 田恵 隆
学校設立 者。財 団 理 事。元 小 学校長。民 権 運 動 家。寺 の 長 男 と して 出生、新潟師 範 講 習所卒、
小学校長 を歴 任 後、老人 を組織化

鏡淵九 六 郎 学校設 立 者、財 団理 事 。 医師

長谷川
一

詮 学校設立者。財 団理 事 。 医師 。 市医師会常任理 事

荒 川柳軒 学校設 立 者。医 師。市会議貝、市参事会員

涌 井 良 平 初代 校 長、市 教 育会役員

西 潟為蔵 財 団法人 理 事 。 民権系政治家、新潟 目報社長

高橋助七
財 団理 事 （西潟理事 の 後任） → 専務理事。実業家 （海運 ・遠洋漁業、直江津米穀取引所

・
商業

会議所設立 ）、新潟市会議 員
・
参事会員

荒川 潔 財 団 理 事、医 師、柳 軒 の 長 男。市 会 議 員

鈴木 久 蔵 財団 監事 。

田 代三 六 吉
財団監事。実業家。新潟県海運 業の 発展、新潟港 の 開発 、県 内有 力 企業 の 役 員、新潟市会議 員、
商丁 会議所議員

鍵富三 策 財団評議員 。 新潟県三 大財 閥 当 主

八 木 朋 直 財団評議員 。 県高官か ら第四 銀行国 しヒ銀行頭取を20年務 め た。市会議 員、市長、県会議員

白勢春三 財団 評議員。銀行 ・鉱 業
・
電力を 中心 とする 実業家、新潟三 大財 閥の 当主

斉藤喜十郎 財 団 評 議 員。新潟県最大の 財閥当主、衆議院議員、貴族院議員を務 め る

山中樵 財団評議員 、 第三代校長

中野貫
一

新潟県を代表す る実 業家の
一人 。 中野財団 と して の 寄付 も多額

山口 達太郎 資産額で県内一
の 地 主、県内有力企業の 大株主、県内最大 の 投資家 ・事業家衆議院議員

田代三 吉 前掲

日比 谷 平左 衛 門 紡績実業家、綿 業専 門 銀 行 ・
日比 谷銀行創立 。 日清紡 績 ・鐘 淵 紡績 の 創設 に 貢献

・
役員

山 本 梯 次 郎 台湾製糖 常務 、そ の 後、社長 となる 。 元二 高教授 。 そ の 後、政 治家 と して 活躍

増 田 義
・

苦学 して 東京専 門学 校 を卒業。実業之 日本社社長、大 日本印刷社長、衆議院議員も務 め る

大倉喜八 郎 実業家、口本 の 中堅 財閥 ・大 倉財閥の 総帥

出 典 ：氏名の 出所は 新潟県立 新潟盲学校百年史
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新潟県内盲唖学校 5 校の 経営困難問題 と社会的基 盤 との 関連

潟県三大財閥 の 当主が学校評議員 と して 顔を そ

ろえて い る 。

　 と こ ろ で 新潟校の 教育で あるが 、他校 に比 べ

て圧 倒的 な学校財産 をもち 、 経営 陣には 高橋助

七 （1874−1933）の よ うな実業界の 献身的 な人

物 もい た し 、 教 員の 勤続期間 も安定 して い た 。

したが っ て県の 評価 も高 く、 上記 の 寄付に よ る

校舎新築に 関連 して 「前年新築セ ル 新潟盲唖学

校 ハ 其 ノ設備良好」 とされた （新潟県明治44年

度学事年報）。 こ う して 新潟盲唖学 校は 、県内

にお ける盲唖学校 の 後発校で あ っ たた め に 、 先

発校 ほ どは社会的意義を社会 に説得する 苦労 も

な く、 経営 の 財源 に も恵 まれ 、さ らに県庁所在

地 として の 地の 利 もあ っ て 、と りわけ盲教育で

は新潟県の 代表校とな っ たので ある 。

　 5．新発田訓盲院

　新 発 田訓盲院に つ い て はほ とん ど資料が な

く、 その 規 則が新発田 町教育史 （1936） に記載

されて い る程度で ある 。 本校は 、小学校令の 各

種学校と し て の 認可 を受けた学校 で は な い と い

う意味で、上記の 4 校 と制度的に異なる学校 で

あ っ た 。 設立経過 をみ る と 、 本校 は、鍼按業盲

人 と地域 の 協力者に よる鍼按 灸に 関する研修会

が発展 した 、 高田校 の 前身また は 初期の 形態と

類似 した組 織 で あ る と思 われ、キ リ ス ト教徒

（城戸新石牧師）が創設運動の 中心 人物 で あ る

こ と、教育会 （四三 会）が 関与して い る こ と も、

高田校と類似 して い る 。 鍼按灸の 学習に不可欠

で あ っ た 医師の 協力は、訓盲院創設発起 入の
一

人、渋谷民吉がその 役割 を担 っ た 。

　訓盲院の 対象は、他校の 子女 と異 な り 「失明

者」 （規則 第
一
条） で 、全 員が 兼修 者 だ っ た

（表 1 ，3 ）。 す なわ ち 本校は、盲人親方 の 庇護

下 にあ る盲 人を対象 とし、普通教育 と い っ て も

修身 ・国語等に 限定 された （清水中四郎，478）。

主 日的とし て は鍼按灸 を教 える補助的学習機関

で あ り、 本格的な盲唖学校 として の 「新発田盲

唖学校創 立」 （新発 田訓盲院 規則第八 条） まで

の 繋 ぎの 機 関と し て 創設 され た の である （清水

中四郎，477）。 表 3 に示 され た よ うに、法 令に

基 づ く学校で は な い か ら補助 金は な く、 わずか

な寄付金で運 営され て い たこ とに なる。その た

め に、教場 は寺 を中心 と して 転 々 と移転 した 。

しか し、頸城 自由党の 主要党員の 経歴 をもち 、

県属、諸郡 長 を務め た 町 長 ・清水中四 郎 （富

樫 ， 745；高出市史 1 ， 685） をは じめ とする地 方

名望家の 支援 もあ っ た の で ある。

N ．結　語

　新潟県 内盲唖学校 は 5 校すべ て が私立校で あ

り、なか で も高田訓矇学校 は高田 町の 人 口規模

が 大 きくない に もか か わ らず、全 国的 にみて も

早 い 時期 に創設 された 。 しか し資金 難の ため に

十 分な 教育体制 を整備す る こ とがで きなか っ

た 。 学校設立者 と経営者、教務責任者を同一人

ある い は複数の 人が分担 して 執行す る体制が な

い 盲唖学校の 場合は、結果 として学校経営は 頓

挫する こ とに なる 。 高 田校 で は、後の 長岡校や

新潟校の よ うな時代 と資金源 に恵 まれ なか っ た

制約 はた しか に認め られ る 。 しか し高 田校 は 、

医師界と教育界か らは他校 よ りも広範な支持層

が あ っ た の で あるが 、 その 支持 を生か して本校

に胚胎 して い た 特徴を シ ス テ ム 化 で きなか っ

た 。

　長岡校 と新潟校が高田校 の よ うな苦難を味わ

わなか っ た の は、こ の 二 つ の 地域 が近代産業発

展の 中心地 となるこ とに よ っ て 資本家や地主の

富が 両校 に還元 されたか らに は違 い ない が、寄

付者側や 医師 ・教員 、 地域 社会には、学校 に対

す る 期待が あ っ たに相違 なく、 学校側が教育の

理念 と成果に よ っ て そ の 期待に単に応 えるだけ

で な く、逆に その 期待 を喚起 した り、高次化 し

た ため で あろ う。 そ の よ うな理 念は 、盲教育に

あ っ て は 、高田訓矇学校が 1880年代末 （明治20

年代初め）に提起 した、普通学重視 と 「社会 ノ

厄 介視」を超 える教 育の提供 だ っ た。聾教育に

お い て は 、 こ の 時期に初め て専門的な教育が 聾

児の 親 自身 （金子徳十郎）の 手 に よっ て 開拓 さ

れ たが、本校 で展開 され た教育で は、親の 当初

の 切な る願望 で ある 自活手段の 獲得に とどまら

な い 内容 を具体化す る 教師、高取易太郎に恵 ま

れ た の で ある （高取 の 功績 に つ い て は後の 機会
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に取 り上 げた い ）。

　県の 盲唖学校の 評価 が少 な くとも懐疑的で な

くなる の は、盲唖学 校が 4 校に増加 した1908

（明治41）年以降で ある 。 しか し、 生徒 ・教 員

数の 増加 を述 べ たあ とで 、 学齢盲唖者の うちで

教育 を受 けて い る盲唖者の 割合が 1 割に も達せ

ず、「少数 二 過ギサ ル ハ 頗 ル 遺憾」 で あ る と し

た （新 潟県学事年報　明治41年 ，
9一ユ0 ；42年 ，

11）。 こ うして 、 学校創設 によ る生徒 数の 増加

の つ ぎなる課題 は 、 入学生徒の 年齢 を学齢に近

づ ける こ とに なる 。

付記

1 ．本研 究で 利用 した新潟県立高 田盲学校関係

　の 資料は 、 廃校 間近の 2006年 3月に撮影 した

　資料で ある 。 当時 の高田盲学校校長 ・小西明

　先生 の ご好意 に謝意 を申し上 げます 。 また 小

　西先生 には、現任校の 県立新潟盲学校校長 と

　して、新潟盲唖学校時代の 寄付者名簿をご調

　査 い た だ い た こと に も感謝申 し上 げます 。

2 ．新潟県立 文書館 ならびに図書館に は、鍼按

　関係の 県規定に つ い て ご教示 い た だ い た こ と

　 に感謝申 し上 げます 。

3 ．本研 究は、日本学術振興 会科学研 究費補助

　金 「日本障害児教育史研究の 批判的 ・総合 的

　検討 に よ る教 育 史像 の 革新 と現代的 意義」

　（平成 23−26年度基盤 （B）、研究代表者 ・中村

　満紀男）の 研究成果 の
一

部で ある 。

4 ．本研 究の 分担 は、 1 、 IHの 2 〜 5 、　 IVは 中

　村が 、 llと皿 の 1は岡が担 当 した 。

註

1 ） 1927 （昭和 2 ）年 5 月 に 、新潟盲唖学校 の 経

　営 に も貢献 した 新潟市 の 実業家 で 社 会事業家だ

　っ た 高橋助七 （1857−1933）が主要資金 を拠出し

　た 「私立新潟聾口 話学校 」が新潟 市西大畑 町 に

　開設され る。

2 ）高 田 訓矇学校 の 創設年 に つ い て 、中村 ・岡

　（2011）の 表 2で 1895 （明治28）年とした の は誤

　 りで 、1889 （明治22）年に 訂正す る 。 本校 の 創

　設 年に つ い て は、新潟県立高田盲学校で は創 立

　を1887 （明治20）年 と して い る が、校名 「盲 人

矯風研技 会附属訓矇学校」の 決定 と最初 の学校

設立願 が 1889 （明治 22）年 10月 で あ り （高田盲

学校，10−ll）、「盲児 ヲ 募集 シ会員山本貞定丸山謹

静外数名ヲ シ テ 私塾的教撰 （授
一

正誤表） ヲ開

始 シ弾琴教授 ヲ 沖野勝芳 二 嘱託」（私立高田訓曚

学校沿革大要，1）した の が明治22年 8 月 で あ る。

　なお別稿で 、高田校に つ い て は、福島訓盲学校

　お よ び 東海訓盲院 と の 比較 を創 設理念 の 達成状

況 を中心 に検討 した （岡 ・中村 ［2012コ）。 論文

の 目的 は 異 な るの で 、可能な限 り、資料お よび

記述で の 重複を避け た 。

3 ） 1885 （明治 18）年 3 月の 内務省達 「鍼術 灸術

営業差許方」 は、鍼灸の 営業許可 と取 り締 ま り

　を各府県 に委ね た （按摩 は こ の 通達 を援用）。 新

潟県 で は、1905 （明治38）年 8 月11日発新潟県

令第30号 「鍼灸治営業取締規則」改正 に よ っ て 、

県の 試験 （徒弟制に お ける 1年以上 の 修業証明

書が 必要）合格者 （新 潟県令47，48号．新潟県報

647，　34−36）に加えて 、 「公私立学校其ノ他 二 於テ

修業 シ タ ル 者 ハ 其 ノ 合 格証 書若 ク ハ 修業証書」

　（新潟県報， 806， 77） によ っ て 、営業免許状が取

得で きるよ うにな り、実質的 に 盲学校 で の 教育

が 必 要と な っ た 。

4 ）新潟盲唖学校 時代 の 第
一

次史料は 、新潟県立

新潟盲学校 の 八 十年 ・
百年記念誌 で利用 され て

　い るが 、2011年 8 月25日現在で 同校内では所在

が確認で きなか っ た 。

5 ）高田 校九 十年記念誌で は 、 中村 大道 は高田師

範学校教 員 で あ る と し て い る が 、師範学校 の 教

員名簿に は な い
。 中村 は 、 高田町 第二 小 学校校

長 （明治33年 5 月一39年 3 月）、町立高等小学校長

　（明治 39年 4 月一41年 5 月 29日 ［死去］）で あ っ た

　（高田市史 1，729，731）。 なお卒業式悉皆記には、

第一
回卒業式出席者 名簿に 中村の 名前が あ り、

最後まで 本校 を支 えた初 等教育者だっ た。
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Financial Crises and  Social Bases Among  Five Schools for the Blind

  and  Deafin Niigata Prefecture till Taisho 12 Imperial Decree

       
-

 Focusing  on  Takada  and  Nagaoka  Schools -

Makio  NAKAMURA  and  Noriko OKA

 The purpose ofthe  present study  is to examine  the substance  of  the financial crises  through relating

the financial erises of  five schools  fbr the blind and  the deaf established  in Niigata prefecture by the

end  ef  Taisho era  with  their social bases and  results  of  education.  Most  of  Japanese schools  for the

blind and  the deaf had been dependent on  denation, and  the financial crises were  experienced  by

thcrn commonly,  However,  all  independent schools  had not  necessarily  the same  difficulty for man-

agement.  Then, focusing on  the Takada  school  and  the Nagaoka  school  we  examine  the actual  circum-

stancies  of  financial crises,  the amount  ofmoney  raised, donors, and  their attributes, and  the education-

al outcomes  such  as number  of the school  leavers among  the five schools  of  the Niigata prefecture, As

a result, the financial crises between the Takada  school  and  the Nagaoka  schoel  were  different. Taka-

da school  was  lack of  the person in charge  of  management  with  the definite policy and  educational

systems  who  may  rouse  many  donations, and  this school  was  not  met  with  the presence of  modern  in-

dustrialists in the region.  Nagaoka  school  was  opposite  from it.

Key words:  Takada  School for the Blind; Nagaoka  School for the Blind and  the Deaft Niigata Prefec-

        ture; Financial Crises; School Managernent
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